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申請期間：平成29年11月1日～平成29年12月15日（消印有効）社会福祉助成事業  実施要綱
申請条件3
①申請団体は社会福祉事業や福祉施設の運営、福祉活動などを目的とする社会福祉法人、福祉施
　設、福祉団体などとします。（申請は１団体、１事業とします。）
②法人格のない任意団体、グループは申請書下段に市区町村社会福祉協議会の推薦を得て、申請書
　をご提出ください。
③反社会的勢力及び反社会的勢力と関係すると認められる法人、団体からの申請は受付けられません。
④助成対象となった場合、団体名、代表者氏名、所在地、事業内容、助成金額等を公表させていただきます。
　また、実施事業に参加もしくは事後に訪問させていただくことがありますので、ご了承の上お申し込み下さい。

申請方法4
①申 請 書  日本社会福祉弘済会のホームページをご覧ください。
 www.nisshasai . jp
 申請書用紙等はホームページからダウンロードの上、 ご使用ください。
②申請期間 2018年11月1日～2018年12月15日（消印有効）
③提 出 先  〒130‐0022　東京都墨田区江東橋４－２４－３
 公益財団法人日本社会福祉弘済会　助成事業係　☎ 03-3846-2172
※申請書に記載されている個人情報は本事業の選考に関わる業務のみに使用し、それ以外には使用いたしません。

添付資料5
申請時に下記資料を添付の上、申請書と共にご提出ください。
①申請団体の定款（任意団体は規則、規定）
②申請団体紹介パンフレットや団体発行の機関誌など
③申請団体の直近の事業報告、決算書
④申請団体の役員（会員）名簿

審査と結果通知6
①申請案件は予備審査後、選考委員会の選考を経て、理事会（３月開催）で決定します。
②選考結果は採否に関わらず決定後、各申請団体に書面にて通知いたします（2019年3月下旬予定）。
③申込み書類は返却いたしません。

事業完了報告書の提出7
助成事業終了後１カ月以内に、事業完了報告書をご提出下さい。
※事業完了報告書の作成要領は、助成決定時にご通知いたします。

　公益財団法人日本社会福祉弘済会では、少子高齢化が進展し、多様化する福祉需要のなかで社会福祉の向
上を目指した“研修事業”や“研究事業”に助成することにより、豊かな福祉社会の実現に寄与することを
目的といたします。
　2019年度も下記の通り、社会福祉関係者（社会福祉施設等社会福祉事業に従事する方々等）に係る研修・
研究事業に対して、公募による助成事業の募集を行います。

助成対象事業と助成対象経費1

事業実施期間と助成金額2

【研修事業】
①対象事業
〇福祉施設職員の方などを対象としたケース
　福祉施設職員等が幅広い視野と専門性を持って福祉サービスの支援業務向上に携わるために実習する
研修事業

〇地域住民の方などを対象としたケース
　福祉サービスのあり方や専門的知識・技能の習得などをテーマとして開催される集合研修事業（研修
会、セミナー、講演会など）

②対象経費
　講師謝金・交通費・宿泊費・会場費・報告書作成費

【研究事業】
①対象事業
〇福祉サービスの向上等を目的とした先駆性ある事業の実践を通して行われる研究事業
〇社会福祉関係者の専門性の向上、現任訓練の方法や体系、また就労、福利厚生などをテーマとする調査
　研究事業

②対象経費
　研究事業費・調査経費・謝金・原稿料・報告書作成費

①事業実施期間
2019年度（2019年４月から翌年３月末）中に実施される事業

②助成金額
１件（１団体）あたりの上限額５０万円（総額２，０００万円以内）
※助成対象経費合計の８０％以内かつ５０万円以内となります。

申請書用紙等はホームページからダウンロードできます

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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用
し
報
告
す
る
。

五
、
今
後
の
展
開

　

今
回
の
連
続
研
修
で
は
、
対
人
援
助
業
務
に
携
わ
る
関

係
者
、一
般
市
民
が
一
堂
に
会
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に「
支

援
」
の
課
題
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
課

題
を
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
行
動
に
結
び
付
け
て
行
く
か
、

業
務
に
活
か
し
て
行
く
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

罪
を
犯
し
た
人
が
地
域
で
生
活
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、

支
援
者
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
と
し
て
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
、
行
動
し
て
行
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
の
視
点
を
持
ち
、
協
働
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
中
で
や
り
な
お
せ
る
社
会
、
共
に
生
き
る
社
会
を

目
指
し
て
業
務
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

第4回  会場２

第4回  会場３
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一
、
は
じ
め
に

　

当
育
成
会
は
、
昭
和
34
年
に
知
的
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
を
持
つ
親
た
ち
に
よ
り
結
成
さ
れ
、「
知
的
障
が
い
の
あ

る
人
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
」
を
願
い
、「
と
も
に
生
き
る
」

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

会
員
数
は
約
1
4
0
0
名
。サ
ロ
ン
や
茶
話
会
、見
学
会
、

研
修
会
の
開
催
、
理
解
啓
発
活
動
、
施
策
要
望
な
ど
を
行

い
、
4
事
業
所
で
65
名
ほ
ど
の
知
的
障
が
い
者
を
雇
用
し
、

社
会
自
立
と
就
労
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
、
助
成
事
業
概
要

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
知
的
・
発
達
障
が
い
に
関
す
る

正
し
い
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
彼
ら
の
権
利
を
擁
護
す

る
真
の
支
援
者
と
な
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
学
ぶ
こ
と
」

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
と
お
し
て
参
加
者
が
、
現
在
の
福
祉
施
策
の

課
題
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
に
向
け
て
の
方
策
を
知
る
こ

と
や
、
知
的
障
が
い
・
発
達
障
が
い
の
特
性
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
や
適
切
な
支
援
方
法
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

親
や
支
援
者
（
施
設
関
係
者
）
の
専
門
性
や
資
質
の
向
上

が
図
ら
れ
、
質
の
高
い
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
者
へ
の
差
別
が
解
消
さ
れ
、

有
益
な
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
可
能
に
す
る
環
境
づ
く
り

が
促
進
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
開
催
時
期
は
、
参
加
者
が

参
加
し
や
す
い
3
月
下
旬
の
祝
日
と
し
、
テ
ー
マ
を
「『
と

も
に
生
き
る
』
み
ん
な
輝
く
街
」
と
し
て
、
午
前
午
後
に

わ
た
り
、
二
人
の
講
師
か
ら
講
演
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

三
、
事
業
の
成
果

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
は
、
札
幌
市
と
札
幌
市
教
育

員
会
、
北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
の
後
援
を
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
行
政
機
関
へ
の
理
解
啓
発
と
共
に
、
連
携
も

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
内
訳
は
、
障
が
い
福
祉
関
係
者
、
特
別
支
援

教
育
関
係
者
並
び
に
一
般
の
方
が
32
名
、
育
成
会
の
会
員

が
75
名
、
合
計
1
0
7
名
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

福
祉
関
係
者
か
ら
は
15
名
の
回
答
が
あ
り
、「
福
祉
関
係
の

仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
医
療
・
介
護
・
障
害
な
ど
様
々

な
知
識
が
、
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、
制
度
に
つ

い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
定
期
的
に
こ
う
い
っ

た
講
義
を
聞
く
の
は
、良
い
機
会
と
な
っ
た
。」
な
ど
、日
々

の
業
務
を
振
り
返
り
、
今
後
の
支
援
の
充
実
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教

育
関
係
者
（
9
名
回
答
）
か
ら
は
、「
詳
し
い
資
料
は
良
か
っ

た
。
自
分
か
ら
か
か
わ
り
が
難
し
い
人
は
、
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
化
が
す
す
む
の
が
わ
か
っ
た
。」。

知
的
障
が
い
や
A
S
D
当
事
者
か
ら
も
、「
た
の
し
か
っ

た
。」「
と
て
も
た
め
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！
！
。」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
保
護
者
（
22
名
回
答
）
か
ら
は
、「
と
て
も
良
か
っ
た
。

自
分
の
老
後
も
心
配
だ
が
、
子
ど
も
も
年
を
と
る
と
い
う

事
を
、
あ
ま
り
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
頭
の
中
に
入

れ
て
、今
後
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

「
吉
川
先
生
は
育
成
会
の
活
動
を
応
援
し
て
下
さ
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
な
例
を
も
と
に
ユ
ー
モ
ア
を

混
ぜ
な
が
ら
も
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
日
に
小
さ
い
子
を
も
つ
お
母
さ
ん
に
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
し

い
内
容
で
し
た
。
涙
が
出
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
文
）

も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
栄
養
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
参
加
者
の
多
く
は
、
両
講
師
か
ら
様
々

な
有
用
な
情
報
を
得
る
と
と
も
に
、
勇
気
や
元
気
を
い
た

だ
く
な
ど
、
セ
ミ
ナ
ー
の
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
と
考

え
ま
す
。

●
助
成
事
業
成
果
報
告

一
般
社
団
法
人
　
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長　

藤
井
　
美
雪

札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
8
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四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
当
育

成
会
の
H
P
で
告
知
し
、
開
催
後
に
は
、
毎
月
発
行
し
て

い
る
広
報
誌
「
は
げ
み
」
に
掲
載
し
、
公
演
内
容
の
概
要

や
参
加
者
の
感
想
等
を
1
4
0
0
名
ほ
ど
の
会
員
に
紹
介

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
「
育
成
会
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
8
報
告
書
」
と
し
て
冊
子
に
し
、
印
刷
後
に
全
会

員
に
送
付
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
報
告
書
を
札
幌
市
等
の
行
政
機
関
や
主
た
る
福

祉
施
設
等
に
配
布
し
、
広
く
理
解
啓
発
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

五
、
今
後
の
展
開

　

今
回
の
参
加
者
か
ら
は
、「
同
様
の
内
容
で
ま
た
お
願
い

し
ま
す
。」「
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
一
般
企
業
の
方

の
話
を
聞
い
て
み
た
い
で
す
。」「
自
己
肯
定
感
が
高
め
ら

れ
る
、
ま
た
、
他
の
方
達
と
つ
な
が
り
合
え
る
セ
ミ
ナ
ー

を
希
望
し
ま
す
。」

「
き
ょ
う
だ
い
児
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。」

「
今
回
の
講
師
同
様
、
本
音
実
情
の
聞
け
る
講
師
を
希
望
し

ま
す
。
障
が
い
者
福
祉
施
設
の
実
態
等
。」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
ら
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

テ
ー
マ
や
内
容
、
講
師
を
選
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
当
育
成
会
の
設
立
60
周
年
の
年
で
も
あ
り
、
会

員
の
要
望
も
把
握
し
つ
つ
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
を

生
か
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

実行委員の打ち合わせ

会場の風景

古川先生の講演

開会式 

会場の風景

吉川先生の講演
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一
、
は
じ
め
に

　

本
法
人
は
「
若
年
認
知
症
に
か
か
わ
る
医
療
・
福
祉
・

行
政
・
N
P
O
法
人
等
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
か

り
な
が
ら
、
本
人
及
び
家
族
が
尊
厳
を
保
ち
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
て

2
0
0
7
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
「
若
年
認
知
症
専
門
員
認
定
研
修
」「
若
年

認
知
症
基
礎
研
修
」
等
の
研
修
事
業
、「
全
国
若
年
認
知
症

家
族
会
・
支
援
者
協
議
会
」
の
運
営
を
支
援
し
、「
全
国
若

年
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
年
1
回
、
全
国
を
巡
回
開
催
）

の
開
催
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
、
助
成
事
業
概
要

実
施
目
的

　

本
法
人
が
実
施
し
て
い
る
自
主
事
業
で
あ
る
若
年
認
知
症
研

修
事
業
を
、
関
西
以
西
で
の
研
修
事
業
を
試
験
的
に
企
画
実
施

し
、
赤
字
に
な
る
こ
と
な
く
研
修
実
施
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
次

年
度
以
降
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
証

す
る
た
め
、
2
0
1
7
年
6
月
か
ら
12
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
内
容
等

　

研
修
会
場
を
兵
庫
県
神
戸
市
内
と
し
、
同
年
6
月
に
研
修

開
催
予
定
会
場
の
下
見
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
若
年
認
知
症
基
礎
研
修
」
第
1
回
目
を
2
0
1
7
年
9
月

5
日
（
火
）
10
時
〜
16
時
に
、
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

研
修
室
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
23
名
で
し
た
。

　
「
若
年
認
知
症
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
」
第
2
回
目
な

ら
び
に
「
若
年
認
知
症
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
を

2
0
1
7
年
12
月
2
日
（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
前
者
の

研
修
は
10
時
〜
12
時
の
開
催
で
参
加
者
は
24
名
、
後
者
の
研

修
は
13
時
〜
16
時
30
分
の
開
催
で
参
加
者
5
名
で
し
た
。

三
、
事
業
の
成
果

若
年
認
知
症
基
礎
研
修

開
催
時
期　
2
0
1
7
年
9
月
5
日
（
火
）
10
時
〜
16
時

会
場　
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
9
階
会
議
室
9
0
1

研
修
内
容　
【
講
義
】「
若
年
性
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
と
実
践
」伊
藤
美
知
氏（
㈲
イ
ト
ー
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
）

【
体
験
談
】「
若
年
認
知
症
の
理
解
〜
介
護
家
族
の
体
験
談

を
通
し
て
」
山
崎
氏
（
介
護
家
族
会
）

【
演
習
】「
模
擬
事
例
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
勝
野

と
わ
子
（
当
法
人
理
事
）

参
加
者　
23
名

成
果　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
1
0
0
％
回
収
。
参
加
者
の

背
景
は
介
護
職
、
看
護
職
等
が
参
加
し
ま
し
た
。
勤
務
先

は
病
院
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
し
た
。
研
修

の
認
知
は
配
布
チ
ラ
シ
に
よ
る
参
加
が
最
も
多
か
っ
た
。

自
由
回
答
に
て
、
お
お
む
ね
肯
定
的
な
評
価
を
得
ま
し
た
。

基礎研修グループワーク 基礎研修

●
助
成
事
業
成
果
報
告

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
若
年
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

代
表　

宮
永
　
和
夫

若
年
認
知
症
研
修
の
全
国
展
開
の
た
め
の
試
行
事
業
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若
年
認
知
症
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修

開
催
時
期　
2
0
1
7
年
12
月
2
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

会
場　
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
9
階
会
議
室
9
0
1

研
修
内
容　
【
講
義
】「
若
年
認
知
症
の
特
性
理
解
と
支
援

活
動
へ
の
活
か
し
方
」
比
留
間
ち
づ
子
（
当
法
人
理
事
）

【
講
義
】「
一
目
で
わ
か
る
社
会
保
障
制
度　

6
つ
の
ポ
イ

ン
ト
で
理
解
し
、
支
援
に
活
か
そ
う
」
木
舟
雅
子
（
当
法

人
理
事
）

参
加
者　
24
名

成
果　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
92
％
回
収
。
参
加
者
の
背
景

は
相
談
職
、
看
護
職
、
心
理
職
等
が
参
加
し
ま
し
た
。
勤

務
先
は
病
院
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
し
た
。

自
由
回
答
に
て
、
お
お
む
ね
肯
定
的
な
評
価
を
得
ま
し
た
。

若
年
認
知
症
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

開
催
時
期　
2
0
1
7
年
12
月
2
日（
土
）13
時
〜
16
時
30
分

会
場　
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
9
階
会
議
室
9
0
1

研
修
内
容　
【
ト
ピ
ッ
ク
ス
】「
B
P
S
D
の
理
解
と
対
応
」

小
野
寺
敦
志
（
当
法
人
理
事
）

【
事
例
演
習
】　

参
加
者
か
ら
の
事
例
提
示
2
名

参
加
者　
5
名

成
果　

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ら
び
事
例
演
習
の
質
疑
応
答
が
活

発
に
な
さ
れ
ま
し
た
。
少
人
数
で
し
た
が
、
参
加
し
て
の

評
価
は
お
お
む
ね
良
好
で
し
た
。

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

1　

本
法
人
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
の
実
施

結
果
を
掲
示
し
ま
し
た
。

【
2
0
1
7
年
9
月
13
日
掲
載
】
9
月
5
日
（
火
）
神
戸
市
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
若
年
認
知
症
基
礎
研
修
を
開
催
し
ま

し
た
。
若
年
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

の
役
割
と
実
践
を

学
び
、
介
護
家
族
の
体
験
談
を
も
と
に
事
例
を
用
い
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
開
催
。
充
実
し
た
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

【
2
0
1
7
年
12
月
14
日
掲
載
】（
記
事
1
）
12
月
2
日
A
M

　

神
戸
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
、
若
年
認
知
症
フ
ァ
ー
ス

ト 

ス
テ
ッ
プ
講
座
が
開
催
さ
れ
多
く
の
方
に
若
年
認
知
症
を

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
記
事
2
）
12
月
2
日
P
M　

神

戸
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
若
年
認
知
症
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修 

を
開
催
、
少
人
数
で
し
た
が
充
実
し
た
事
例
検

討
を
行
い
ま
し
た
。 

研
修
後
、
恒
例
の
懇
親
会
を
開
催
、
皆

さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

2　

法
人
の
広
報
紙
「
サ
ポ
セ
ン
だ
よ
り
」
第
10
号
に
「
平

成
29
年
度　

基
礎
研
修
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
報
告
」、「
第

5
、
6
回
若
年
認
知
症
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
報
告
」

と
し
て
事
業
実
施
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
。

五
、
今
後
の
展
開

　

関
西
地
区
に
お
け
る
研
修
と
し
て
、
9
月
、
12
月
の
2
回
、

兵
庫
県
神
戸
市
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
成
果
を
総
括
す
る
と
、

研
修
内
容
に
関
し
て
は
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
お
お

む
ね
良
好
で
あ
り
、
一
定
の
研
修
成
果
を
得
た
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
参
加
者
数
は
1
回
目
23
名
、
2
回
目
の
午
前
中
実
施

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
24
名
（
と
も
に
1
0
0
名
定

員
）、
午
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
5
名
（
定
員
30
名
）
と

十
分
な
参
加
者
数
を
確
保
で
き
ず
、
収
支
面
で
は
、
赤
字
計

上
と
な
る
結
果
で
し
た
。
要
因
と
し
て
、
研
修
に
関
し
て
は
、

関
西
地
区
は
無
料
の
研
修
会
が
多
く
、
有
料
の
民
間
研
修
の

参
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
で
は
、
開
催
時
期
の
問
題
、
年
2
回
と
い

う
開
催
数
の
多
さ
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、
研
修
開
催
は
、
関
西
地
区
以
外

の
全
国
各
地
で
の
開
催
を
検
討
す
る
際
は
、
開
催
地
の
団
体

と
の
共
催
形
式
を
と
り
、
事
業
収
支
が
赤
字
に
な
ら
な
い
工

夫
に
よ
る
実
施
を
模
索
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な

る
若
年
認
知
症
専
門
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
年
間
の

開
催
回
数
、
開
催
時
期
、
開
催
場
所
の
意
向
を
確
認
し
、
一

定
数
の
参
加
が
見
込
め
る
研
修
企
画
を
立
て
実
施
し
て
く
方

向
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ファーストステップ研修

フォローアップ研修
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空
飛
ぶ
車
い
す

 
８
回
目
の
東
北
支
援
活
動
！

今
回
で
8
回
目
に
な
る
津
波
被
災
地
車
い
す
支
援
は
、
震
災
直
後
に
福
島
県
災
害

対
策
本
部
の
要
請
で
避
難
所
に
車
い
す
23
台
を
届
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

神
奈
川
工
科
大
学
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学
は
こ
の
支
援
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ
た

く
な
い
と
の
想
い
で
、
毎
年
東
北
訪
問
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
5
月
2
日
～

5
日
総
勢
35
名
で
女
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
大
船
渡
市
老
人
保
健
施
設
気
仙
苑

を
訪
問
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

津
波
の
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
な
い

神
奈
川
工
科
大
学
1
年

高
岡  

優

　

全
体
的
な
感
想
と
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
面
の
復
興
は
す

ご
い
な
と
感
じ
ま
し
た
が
、
人
に
関
す
る
ケ
ア
と
か
ど
う

や
っ
て
東
北
を
元
気
に
す
る
か
ま
で
は
ま
だ
手
が
回
っ
て

い
な
い
ん
だ
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。
今
回
、
訪
問
し
た
施

設
で
津
波
を
経
験
さ
れ
た
当
事
者
か
ら
お
聞
き
し
た
話
は

衝
撃
的
な
お
話
し
ば
か
り
で
し
た
が
、
個
人
的
に
は
こ
の

悲
惨
さ
が
こ
の
ま
ま
風
化
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
す
ご
く
悲

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
た
め
に
も
こ

の
経
験
は
何
か
し
ら
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

津
波
の
危
険
性
を
再
認
識神

奈
川
工
科
大
学
4
年

長
谷
川  

瑞
記

　

現
地
に
行
き
、
一
見
弱
弱
し
く
今
に
も
倒
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
奇
跡
の
一
本
松
を
見
ま
し
た
が
、
こ
の
一
本
松
の

後
ろ
に
津
波
が
い
か
に
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
か
を
物
語
る

破
壊
痕
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
津
波
が

ど
れ
ほ
ど
危
険
な
も
の
な
の
か
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。参

加
者
と
修
理
活
動
に
つ
い
て

神
奈
川
工
科
大
学
4
年

羽
賀  

大
樹

　

私
は
今
回
3
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
社
会
人

と
な
っ
た
O
B
・
O
G
の
方
も
多
数
参
加
さ
れ
、
現
役
学

生
の
参
加
も
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
人

数
が
増
え
た
た
め
個
々
の
修
理
台
数
は
減
っ
て
い
ま
し
た

が
、
以
前
に
比
べ
て
修
理
活
動
に
余
裕
が
で
き
、
修
理
技

術
に
関
し
て
も
現
役
生
の
技
術
向
上
の
機
会
に
も
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

修
理
活
動
を
も
っ
と
広
め
よ
う

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

滝
吉  

友
香

　

施
設
の
方
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
こ
の

活
動
が
役
立
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
こ
の

修
理
活
動
が
も
っ
と
広
ま
る
こ
と
で
車
い
す
の
重
要
性
や

東
北
の
復
興
に
つ
い
て
、
世
界
中
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
広
め
ら
れ
る
の
は
参
加
し
た
私

た
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
し
、
広
め
る
こ
と
も
復
興

の
手
助
け
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
東
北
の
復

興
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
達
に
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
あ
る
は
ず

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

伊
里  

風
音

　

東
北
に
来
て
こ
こ
ま
で
復
興
で
き
た
こ
と
が
す
ご
い
な

大船渡気仙苑での集合写真
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と
思
っ
た
反
面
、
ま
だ
復
興
し
き
っ
て
い
な
い
と
も
感
じ

ま
し
た
。
精
神
面
の
復
興
は
出
来
て
い
な
い
と
聞
き
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
現
地
の
人
で
は
な
い
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
ま
だ

あ
る
は
ず
で
、
東
北
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

修
理
会
は
心
の
支
え

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

小
池  

遼
太
郎

　

東
日
本
大
震
災
は
自
分
に
と
っ
て
、
記
憶
が
薄
い
出
来

事
と
し
て
捉
え
て
い
ま
し
た
。
8
年
後
に
も
か
か
わ
ら
ず

ま
だ
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
が
い
る
こ
と
に
驚
き
を

隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
東
北
修
理
会
と
い
う
機
会

を
得
て
、
改
め
て
震
災
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
私
達
が
行
っ
て
い
る
こ
の
修
理
会
は
復
興
に
役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
被
災
地
の
方
々
の
心
の

支
え
に
な
る
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

東
北
修
理
会
に
参
加
し
て
み
て

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

小
林  

海
斗

　

今
回
の
東
北
修
理
会
で
初
め
て
被
災
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

南
三
陸
商
店
街
や
奇
跡
の
一
本
松
な
ど
の
賑
わ
い
を
見
て
、

先
輩
か
ら
以
前
の
状
態
を
教
え
て
い
た
だ
く
ま
で
此
処
が

実
際
に
被
害
に
遭
っ
た
場
所
だ
と
は
気
が
付
か
な
い
ほ
ど

に
復
興
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
状
態
を
見
て
被
災
者
の
方
々

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
方
々
の
以
前
の
東
北
に
し

た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

役
立
っ
て
い
る
修
理
活
動

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

茂
田
井  

優

　

被
災
地
を
訪
れ
感
じ
た
こ
と
は
、
負
け
ず
に
着
々
と
復

興
へ
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
被
災
地
で
の
修
理

活
動
は
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
復

興
が
進
み
生
活
エ
リ
ア
の
拡
大
と
分
散
と
共
に
車
い
す
の

修
理
、
そ
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

修
理
活
動
と
い
う
形
で
元
気
づ
け
ら
れ
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
人
と
の
交
流
が
大
き
な
学
び

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

横
山  

侑

　

今
年
度
も
続
け
て
こ
の
東
北
修
理
会
に
臨
め
た
こ
と
で

復
興
の
風
景
を
よ
り
は
っ
き
り
確
認
で
き
、
現
地
の
方
の

お
話
の
理
解
も
更
に
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回

の
修
理
会
で
、
と
も
に
活
動
を
し
た
K
W
R
や
O
B
の
方
、

ま
た
現
地
の
方
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
出
来
、
自
分
に
と
っ
て
は
様
々
な
人
と
の
交
流
が
包

括
的
で
大
き
な
学
び
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

３
年
目
の
訪
問

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

市
川  

瞳

　

今
年
で
3
度
目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
番
驚
い

た
こ
と
は
参
加
者
が
35
人
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
サ
ー
ク

ル
の
仲
間
や
後
輩
が
、
こ
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

て
復
興
し
て
い
く
東
北
を
見
て
い
き
た
い
と
同
じ
気
持
ち

に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
。
毎
年
訪

れ
る
こ
と
で
、
他
の
誰
か
に
現
状
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き

る
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
記
憶
と
し
て
残
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

女川の現状（海側）

女川の現状（山側）
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震
災
体
験
者
か
ら
の
貴
重
な
お
話
し

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

石
川  

翼

　

訪
ね
た
施
設
で
職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
方
か
ら
テ
レ

ビ
や
新
聞
に
は
載
っ
て
い
な
い
震
災
に
ま
つ
わ
る
貴
重
な

話
や
震
災
時
の
壮
絶
な
様
子
を
細
か
く
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
時
者
か
ら
で
な
い
と
聞
け
な
い
話
だ
と
感

じ
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

被
災
地
の
人
々
の
粘
り
強
い
姿
に
感
動

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

石
畑  

大
輔

　

復
興
へ
向
け
た
活
動
の
お
話
を
伺
う
中
で
、
被
災
後
の

状
況
に
つ
い
て
何
か
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
粘
り
強
く
活

動
を
続
け
て
い
く
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
、
ま
た
そ
の
活

動
を
続
け
て
き
た
強
い
人
々
の
姿
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
も
サ
ー
ク
ル
と
し
て
東
北
で
見
た
人
々
の
姿
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
賢
明
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

着
実
な
る
復
興
に
向
か
っ
て
い
る

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

渡
辺  

廉

　

女
川
、
大
船
渡
、
南
三
陸
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

出
会
っ
た
人
は
み
ん
な
後
ろ
を
向
か
ず
、
前
を
向
い
て
元

気
を
出
し
て
頑
張
っ
て
い
る
印
象
で
し
た
。
そ
れ
は
被
災

地
の
方
々
が
着
実
に
少
し
ず
つ
復
興
に
向
か
っ
て
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
3

日
間
の
東
北
で
し
た
が
、
震
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
直

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
笑
顔
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

施
設
職
員
の
精
神
を
見
習
い
た
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

藤
原  

伊
織

　

気
仙
苑
で
は
震
災
時
収
容
人
数
の
許
容
範
囲
を
大
幅
に

超
過
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
か
な
り
厳
し
い
状
態
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
も
被
災
さ
れ
て
、
気
仙

苑
を
頼
っ
て
き
た
人
た
ち
を
守
ろ
う
と
尽
力
さ
れ
た
職
員

の
皆
さ
ん
を
同
じ
医
療
福
祉
に
携
わ
る
者
と
し
て
尊
敬
し
、

ま
た
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

空
飛
ぶ
車
い
す
活
動
は
素
晴
ら
し
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
3
年

藤
田  

歩

　

今
回
の
活
動
で
3
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
こ

の
活
動
で
助
か
っ
て
い
る
方
々
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞

き
、
改
め
て
空
飛
ぶ
車
い
す
の
活
動
は
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
と
感
じ
、
車
い
す
を
待
つ
方
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
は
岩
手
県
や

宮
城
県
を
訪
問
し
て
来
ま
し
た
が
、
福
島
県
も
訪
問
し
て

み
た
い
で
す
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
か
な
り
印
象
深

か
っ
た
た
め
で
す
。

昨
年
も
参
加
し
た
、そ
の
時
と
の
違
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
4
年

山
村 

安
優
美

　

1
年
前
と
同
じ
場
所
を
訪
れ
て
、
自
分
の
目
で
見
て
復

興
の
進
み
具
合
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
写
真
で

見
た
変
化
よ
り
も
1
年
で
こ
ん
な
に
も
変
わ
る
の
か
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
現
地
に
足
を
運
ん
で
そ
の
場
所
に
行
か

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
感
覚
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
り

ま
し
た
。

　

今
で
は
1
年
生
の
頃
か
ら
参
加
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た

な
と
少
し
の
後
悔
が
あ
り
ま
す
。

気仙苑での修理活動

陸前高田（奇跡の一本松）
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6
月
28
日
、
平
成
30
年
度
「
い
わ
て
車
い
す
フ
レ
ン
ズ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
県
内
の
6
校
か
ら
33
人
の

生
徒
、
教
員
が
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
岩
手
）
に
集
合
し
て
車
い
す
の
修
理
・
整
備
活
動
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
新
潟
医
療
福
祉
大
学
O
B
（
嶋
見
氏
）
か
ら
高

校
生
の
皆
さ
ん
が
修
理
し
た
車
い
す
が
、
ど
の
よ
う
な
流

れ
で
海
外
に
届
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
映
像
（
タ
イ

レ
ポ
ー
ト
）
を
通
し
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
様
々
な
人
た
ち
の
想
い
が
つ
な
が
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
レ
ー
が
あ
り
、
受
け
取
ら
れ
た
人
た
ち
の
喜
び
の
表
情

や
現
地
で
の
使
用
環
境
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
3
〜
4
人
一
組
で
修
理
活
動
に
入
り
、
車
い
す

を
分
解
し
、各
パ
ー
ツ
の
さ
び
取
り
や
グ
リ
ス
の
補
充
、ノ
ー

パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
必
要
に
応

じ
て
大
学
生
の
指
導
な
ど
を
受
け
な
が
ら
最
終
的
に
今
回
は

8
台
の
車
い
す
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
共
同
で
修
理
作
業
を
行
っ
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
普
段
よ
り
作
業
し
や
す
く

な
っ
て
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
」、「
自
分
た
ち
の
直
し
た

車
い
す
が
海
外
で
ど
の
よ
う
な
人
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
か
を
知
る
機
会
に
も
な
る
の
で
、
と
て
も
い
い
講
習
会

だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度「
い
わ
て
車
い
す
フ
レ
ン
ズ
」開
催

■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

─
高
校
生
の
た
め
の
車
い
す
整
備
技
術
講
習
会
─
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　バリ島Ubud近郊にお住いの中島さんは、昨年から受取ボランティアを引き受けてくださっています。

中島さんは何年か前に現地で知り合った旅行者が友人と共に車いすを運搬した話を聞いて、心に留め

ていました。それからしばらく忘れていましたが、昨年訪れたあるギャラリーのオープニングで車いす

の方のパフォーマンスがあり、それがきっかけでボランティアをしてみたいとの連絡をいただきました。

　中島さんは、クタ、サヌールなどの観光エリアまで車いすを引き取りに行くことが出来ます。受取っ

た車いすは草の根的に切実に必要としている個人や小さな団体に届けることを希望しています。

インドネシア・バリ島の受取ボランティアからの報告

車いす寄贈報告（中島）
3月に Ubud 近郊の Gianyar 県 BulahBatu 村の16歳の男性 Iwayan Tresna
さんに届けました。彼は生まれつき障がいがあったのですが、2年半前に交
通事故に遭い大怪我をしてからずっと外に出られない状態が続いていました。
ご両親は毎日働きに出ているため、叔母が面倒をみていますが外へ連れ出そ
うにも身体が大きくて背負えない為、彼はずっとテレビの前で生活をしていた
そうです。当分は乗り降りにご近所の男性の手を借りることになりそうです
が、何よりもTresna さんの手を叩いて喜ぶ笑顔がとても印象的でした。



─ジブラルタ生命の社会貢献活動─​
未来を担う子どもたちの夢と希望を応援する

Magic of the Dream
私たちジブラルタ生命は「Magic of the Dream 」という名称のもと、未来を担う子どもたちの夢や希望を応
援する活動に積極的に取り組んでいます。その根底には、子どもたちの「夢を叶える力 」を育む、感動や驚きの
体験をプレゼントし、「希望にあふれる未来 」への架け橋になりたい、との想いが込められています。各活動に
は、全国各地の社員がボランティアスタッフとして積極的に関わりながら、子どもたちにエールをおくっています。
その活動のひとつ、「ドリームナイト・アット・ザ・ズー 」についてご紹介いたします。

　「ドリームナイト・アット・ザ・ズー 」とは、1996 年にオランダのロッ
テルダム動物園が小児癌患者とそのご家族を招いたことに始まり、毎年6
月の第一金曜日の夜に、障がいのある子どもたちとその家族を動物園に招
待し、気兼ねなく楽しいひとときを過ごしてもらう国際的なプログラムです。
　ジブラルタ生命は2012年からこのイベントを実施している日本国内の
動物園・水族館をサポートしています。イベント開催日には、社員ボランテ
ィアが着ぐるみパフォーマンスや園内の案内・誘導等でイベント運営を手伝
うほか、フェイスシールサービス、スタンプラリーなどのオリジナル企画を
準備して来園者をお迎えします。2018年は全国12カ所の動物園・水族
館への協賛を予定しています。

「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済」を推進しています。

ジブラルタ生命は、世界最大級の金融機関
プルデンシャル・ファイナンシャルの一員です。

来園者の声
●�じっとしているのが苦手な子なので動物園に連れて行くのをためらって
いましたが、とても楽しめました。のびのびと遊ぶ子どもの姿を見られ
て本当に嬉しかったです。
●�普段は気を使ってのお出かけですが、このイベントはまさにドリームナ
イトというタイトルがピッタリの、親子共々自由でのびのび過ごせる夢
のような時間でした。

社員ボランティアアンケートより
★�子どもたちの純粋な笑顔とエネルギーに
パワーをもらいました。親御さんたちの
嬉しそうな顔が印象的でした。
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